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２００９年９月８日
専攻・講座名　物理化学専攻　　
学年　 博士前期過程　２回生
氏名  　　　　　安藤　　智生
物性若手夏の学校に参加して

８月２１日～２５日の５日間、長野県の志賀高原で行われた物性若手夏の学校に参加しました。
私は今回が初めての参加だったので、どんな雰囲気であるとか、どんな人達が参加するのか想像がつかず、少し緊張した状態で始まりました。

１日目
16:00～開校式＆講義プレビュー
講義プレビューでは各ゼミの先生方から内容の説明がありました。どの講義もおもしろそうで選ぶのに困るくらいでした。
２日目

08:30～講義
村上洋一先生（高エネルギー加速器研究機構）の「放射光X線を利用した構造物性研究」を受講しました。初日ということもあり基礎から話していただけたので、何とか話に付いていく事ができました。
12:30～サブゼミ
岡村英一先生（神戸大院理）の「光で探る物質の電子状態」を受講しました。

16:00～グループセミナー
私のグループは理論系で統計の人が多く、研究内容も難しそうなものばかりでしたが、興味深いものも多かったです。私はまだ学会に参加したことがなく、自分の研究内容を伝える時は、いかに分かりやすく説明することが大変かを実感しました。それでもグループの人は最後まで真剣に聞いてくれて質問も沢山してもらい、興味を持ってもらえて嬉しかったです。
３日目
09:00～講義
２日目と同じく村上先生の講義を受けました。
　村上先生は難しい内容をいかに簡単に話すか、という点にも工夫してくださっていて、とても分かりやすかったです。
13:00～ポスターセッション
多くの人が発表していて、とても活気がありました。自分の研究や発表に自信を持っている人も多く、刺激を受けました。

　15:00～サブゼミ
　宮崎州正先生（筑波大学）の「分子の世界の渋滞学―ガラス転移の物理―」を受講しました。

　普段とは異なった目線からガラスについて考えることができ、とても参考になりました。
４日目
09:00～講義
村上先生の講義の最終日でした。この日は色んな裏話が聞けたり、人生の質問などにも答えてくださり、とてもおもしろかったです。
13:00～分科会

招待講演は野村健太郎さん（東北大理）の「グラフェンにおけるディラック粒子の量子輸送現象」を聞きました。

また参加者の発表では、初めて自分の研究室以外で“準結晶”や“準周期”について研究している人に会い、とても感激しました。
16:00～ナツガクワークショップ
グループに分かれ、各班に与えられたミッションについて話し合いました。

18:00～閉校式

５日目

荷物をまとめて解散です。

５日間過ごして仲良くなった友達もでき、寂しかったです。
